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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　
 

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 395,935 391,891 526,000

経常利益 (百万円) 115,223 109,866 158,450

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 82,656 77,487 110,500

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 65,111 99,319 55,053

純資産 (百万円) 1,263,599 1,325,769 1,253,266

総資産 (百万円) 1,410,776 1,464,711 1,390,539

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 1,237.88 1,164.93 1,656.44

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 89.3 90.3 89.9
 

 

回次
第61期

第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

 

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

 

１株当たり四半期純利益 (円) 436.77 469.15  
 

(注)１ 当社は、四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

   ２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

   ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動はありません。

　なお当社は、中国において、持株会社「SMC投資管理有限公司」及び販売統括会社「SMC自動化有限公司」を新規

に設立し、子会社の再編を実施中です。2021年３月期第４四半期において、両社は当社の特定子会社となり、連結

対象に加わる予定です。

また当社は、経営資源の本業への集中等を目的として、連結子会社であった東洋運輸倉庫株式会社の全株式を、

2021年１月29日にSBSホールディングス株式会社に売却しました。これに伴って東洋運輸倉庫株式会社は当社の連結

子会社ではなくなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から同年12月31日まで)においては、新型コロナウイルス感染症の

収束が見通せない中、米中間の摩擦や米国の政治的混乱なども加わって、先行き不透明感の強い状況が続き、幅

広い業種において設備投資需要は盛り上がりを欠きました。

自動制御機器の需要は、半導体関連は中国及びアジアの一部で好調が続き、他の地域でも前年並みの水準まで

持ち直しました。自動車関連及び工作機械関連は中国では好調でしたが、北米、欧州、日本など他の地域では総

じて低調でした。医療機器関連は中国で大幅に伸びたほか、食品機械関連は全般的に堅調でした。

こうした状況のもと、当社グループの売上高は391,891百万円(前年同四半期比1.0％減)となり、主に減収と対

ドルでの円高の影響から営業利益は105,871百万円(同3.9％減)となりました。為替差損が前年同四半期に比べ減

少した一方、受取利息も減少したことなどから経常利益は109,866百万円(同4.6％減)、税金等調整前四半期純利

益は109,915百万円(同4.4％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は77,487百万円(同6.3％減)となりました。

自己資本四半期純利益率(ROE)は、前年同四半期に比べ0.6ポイント低下して6.0％となりました。

なお、単一の報告セグメントである自動制御機器事業の売上高は390,283百万円(同1.0％減)、営業利益は

110,108百万円(同3.2％減)となりました。報告セグメントに含まれないその他の売上高は1,761百万円(同4.1％

減)、営業利益は135百万円(同24.9％減)となりました。

 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ74,171百万円(5.3％)増加して1,464,711百

万円となりました。主な要因は、有価証券(米国債)の償還に伴う未収入金など流動資産の「その他」が9,105百万

円減少した一方、現金及び預金が48,594百万円増加したこと、新型コロナウイルス感染症の影響による物流の停

滞や半導体関連を中心とした需要の立ち上がりに備えた戦略的な在庫積増しに伴って、たな卸資産が12,451百万

円増加したことです。

負債は、前連結会計年度末に比べ1,669百万円(1.2％)増加して138,942百万円となりました。主な要因は、未払

金及び未払費用など流動負債の「その他」が4,372百万円減少したものの、賞与引当金が5,370百万円増加したこ

とです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ72,502百万円(5.8％)増加して1,325,769百万円となりました。主な要因

は、為替換算調整勘定のマイナスが19,031百万円減少したこと及び利益剰余金が50,880百万円増加したことで

す。

この結果、自己資本比率は90.3％となりました。

 
(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書の「第２ 事業の状況 ３ 経営者による財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載した会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

について重要な変更はありません。

新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定についても、重要な変更はありません。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。
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(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、15,381百万円(前年同四半期比6.0％減)です。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行っていません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 67,369,359 67,369,359
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 67,369,359 67,369,359 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年10月１日～
2020年12月31日

－ 67,369 － 61,005 － 72,576
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

「議決権の状況」については、当第３四半期会計期間末日現在の株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日(2020年９月30日)現在の株主名簿に基づき記載しています。

① 【発行済株式】

2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 851,000 － 単元株式数は100株です。

完全議決権株式(その他) (注)１ 普通株式 66,470,300 664,703 単元株式数は100株です。

単元未満株式 (注)２ 普通株式 48,059 － －

発行済株式総数  67,369,359 － －

総株主の議決権 － 664,703 －
 

(注)１　「完全議決権株式(その他)」には、取締役に対する株式報酬のための「役員向け株式給付信託」が保有する当

社株式3,000株(議決権30個)が含まれています。

２　「単元未満株式」の普通株式の株式数には、当社所有の自己株式25株が含まれています。

 
② 【自己株式等】

2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＳＭＣ株式会社 東京都千代田区外神田四丁目14番１号 851,000 － 851,000 1.26

計 － 851,000 － 851,000 1.26
 

(注)　上記のほか、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式が3,000株あり、会計上は自己株式として処理してい

ます。

 
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、清陽監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 548,311 596,906

  受取手形及び売掛金 143,136 149,956

  有価証券 12,454 10,391

  商品及び製品 103,456 111,006

  仕掛品 18,913 19,357

  原材料及び貯蔵品 110,190 114,647

  その他 28,603 19,498

  貸倒引当金 △517 △547

  流動資産合計 964,549 1,021,216

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 82,169 81,267

   機械装置及び運搬具（純額） 34,857 35,388

   土地 38,611 39,325

   その他（純額） 32,839 37,998

   有形固定資産合計 188,477 193,979

  無形固定資産 10,771 10,737

  投資その他の資産   

   投資有価証券 74,791 81,637

   保険積立金 139,226 144,026

   その他 14,171 14,541

   貸倒引当金 △1,448 △1,427

   投資その他の資産合計 226,740 238,778

  固定資産合計 425,989 443,494

 資産合計 1,390,539 1,464,711
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 38,379 40,662

  短期借入金 3,726 1,667

  未払法人税等 14,669 14,857

  賞与引当金 2,434 7,804

  その他 35,155 30,782

  流動負債合計 94,364 95,775

 固定負債   

  長期借入金 7,790 9,664

  役員退職慰労引当金 964 413

  役員株式給付引当金 － 38

  退職給付に係る負債 8,296 6,765

  その他 25,857 26,284

  固定負債合計 42,908 43,167

 負債合計 137,272 138,942

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 61,005 61,005

  資本剰余金 73,335 73,335

  利益剰余金 1,182,014 1,232,895

  自己株式 △30,432 △30,623

  株主資本合計 1,285,922 1,336,613

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 6,344 9,294

  為替換算調整勘定 △40,084 △21,053

  退職給付に係る調整累計額 △1,994 △2,184

  その他の包括利益累計額合計 △35,734 △13,942

 非支配株主持分 3,078 3,098

 純資産合計 1,253,266 1,325,769

負債純資産合計 1,390,539 1,464,711
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 395,935 391,891

売上原価 200,212 204,912

売上総利益 195,723 186,979

販売費及び一般管理費 85,581 81,107

営業利益 110,141 105,871

営業外収益   

 受取利息 7,964 5,425

 その他 3,099 2,792

 営業外収益合計 11,064 8,218

営業外費用   

 支払利息 104 132

 売上割引 300 262

 為替差損 5,189 3,344

 その他 387 483

 営業外費用合計 5,983 4,223

経常利益 115,223 109,866

特別利益   

 固定資産売却益 161 594

 投資有価証券売却益 212 40

 子会社清算益 117 －

 その他 13 9

 特別利益合計 504 644

特別損失   

 固定資産除却損 216 296

 投資有価証券売却損 311 5

 子会社株式評価損 159 －

 その他 84 293

 特別損失合計 772 595

税金等調整前四半期純利益 114,956 109,915

法人税等 32,202 32,546

四半期純利益 82,753 77,369

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

96 △118

親会社株主に帰属する四半期純利益 82,656 77,487
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 82,753 77,369

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,262 3,098

 為替換算調整勘定 △19,724 19,042

 退職給付に係る調整額 △180 △190

 その他の包括利益合計 △17,642 21,950

四半期包括利益 65,111 99,319

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 64,975 99,280

 非支配株主に係る四半期包括利益 136 39
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、一部の連結子会社の税金費用については当該見積実効税率に代えて法定実効税率により計算し、繰延税

金資産については回収見込額を合理的に見積り、その範囲内で計上しております。

 
(追加情報)

当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の(追加情報)に記載した、新型コロナウ

イルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に重要な変更はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
 (自 2019年４月１日
  至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
 (自 2020年４月１日
  至 2020年12月31日)

 減価償却費 12,180百万円 13,684百万円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至 2019年12月31日)

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 13,443 200 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月12日
取締役会

普通株式 13,303 200 2019年９月30日 2019年11月29日 利益剰余金
 

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 13,303 200 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

2020年11月13日
取締役会

普通株式 13,303 200 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金
 

(注)　2020年11月13日取締役会の決議による「配当金の総額」には、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式に

対する配当金０百万円が含まれております。

EDINET提出書類

ＳＭＣ株式会社(E01673)

四半期報告書

12/17



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

 　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高      
  外部顧客への売上高 394,244 1,690 395,935 － 395,935

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 146 146 △146 －

計 394,244 1,837 396,082 △146 395,935

セグメント利益 113,762 180 113,942 △3,800 110,141
 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△3,800百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△3,800百

万円を含んでおります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

 　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１ 合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３自動制御機器事業

売上高      
  外部顧客への売上高 390,283 1,608 391,891 － 391,891

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 153 153 △153 －

計 390,283 1,761 392,044 △153 391,891

セグメント利益 110,108 135 110,243 △4,372 105,871
 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、営業倉庫業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△4,372百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費中の全社費用△4,372百

万円を含んでおります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1,237円88銭 1,164円93銭

(算定上の基礎)   
親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 82,656 77,487

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益(百万円)
82,656 77,487

普通株式の期中平均株式数(千株) 66,772 66,516
 

 (注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております(当第３四半期連結累計期間1,538株)。

 
(重要な後発事象)

 　　 (自己株式の取得)

当社は、2021年２月12日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

　(1) 自己株式の取得を行う理由

　　　　株主還元の充実、資本効率の向上を目的とするものであります。

　(2) 取得に係る事項の内容

　　　　① 取得対象株式の種類　　　普通株式

　　　　② 取得し得る株式の総数　　440,000株(上限)

　　　　③ 株式の取得価額の総額　　30,000百万円(上限)

　　　　④ 取得期間　　　　　　　　2021年２月24日から2021年３月24日まで

　　　　⑤ 取得方法　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付

 
２ 【その他】

(1) 2020年11月13日開催の取締役会において、第62期事業年度(2020年４月１日から2021年３月31日まで)の中間配当

に関し次のとおり決議いたしました。

中間配当による配当金の総額………………13,303百万円

１株当たりの金額……………………………200円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日……2020年12月１日

(注)１ 2020年９月30日現在の株主名簿に記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行いました。

　　２　中間配当による配当金の総額には、「役員向け株式給付信託」が保有する当社株式に対する配当金０百万

円が含まれております。

　

(2) 上記のほかには特記すべき事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月12日

ＳＭＣ株式会社

取締役会  御中
 

清 陽 監 査 法 人
 

東京都港区
 

 
 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 斉藤  　孝 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 乙藤　 貴弘 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 中山　 直人 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＭＣ株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年12月31

日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＭＣ株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管し

ています。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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